
　　　　

8 年 3 月 19 日

8 時 30 分から 17 時 15 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 家族会交流会、茶話会、うつぎまつり、季節に応じて行事を行います。（お花見、夏祭り、ハロウィン、クリスマスなど）

家族支援
・家族からの相談や悩みについて助言をします。
・家族会行事（交流会、茶話会）を通じてご家族同士の交流などを行います。

移行支援
・就学に向けてスムーズに移行できるように各関係機関と連携を図りま
す。

地域支援・地域連携
・相談支援や保育所等の関係機関と情報共有を図ります。
・地域の自立支援協議会へ参加します。

職員の質の向上
・内部研修、外部研修へ参加し、職員の質の向上に努めます。
・業務改善を行いないながら専門性を活かせる働きやすい環境づくりに努
めます。

支　援　内　容

・健康状態の維持や改善、基本的生活スキルの習得、生活リズムの形成の支援方法について考えます。
・発達段階に応じた姿勢保持、食事や水分摂取の方法についての提案をします。

・感触遊びや製作、ミュージックケアを通じて感覚の育ちを促します。
・運動遊びに加え、専門リハビリスタッフによる全身のリラクゼーション、関節可動域訓練、歩行訓練を通じて姿勢を保持する力、自分で手足を動かす力、移動する力を育みます。

本
人
支
援

・発達状況を把握し、心身の発達段階に合わせた遊びを提供し、遊びのバリエーションを拡げます。
・興味のある玩具を用いて手先を使った動きなどの身体動作を促し、成功体験へと繋げます。

・人との関わりや遊びを通して、基本的な言葉の認識を図り、自発的な発声や感情の表出を促します。
・人との相互関係を通してコミュニケーションを図り、意思決定支援を尊重した関わりと活動の提供を行います。
・ソーシャルスキルトレーニングを通じて、場面に応じたコミュニケーションスキルの習得を促します。

・身近な人との信頼関係を築き、安心できる環境のもと、ソーシャルスキルトレーニングによりルール、マナーを学び社会性や対人関係の芽生えを支援していきます。
・遊びの中で、物を介した簡単なやり取りや、まねっこ遊びなどを通して、社会性の基盤となる力を促します。
・集団活動の中で、自分の意思を表出する、順番を守る、譲り合うといった経験を提供します。

支援方針
1人1人の発達段階や成長を把握し、集団療育・小集団療育・個別療育など発達段階に応じて、必要なコミュニケーション能力・運動能力・学習能力などのスキルの習得にむけた支援を行
います。個々のニーズに沿った療育プログラムにより自己肯定感の向上を促します。

営業時間 送迎実施の有無 （応相談）

法人（事業所）理念 【敬天愛人】ー天を敬い人を愛する人間尊重の方針ー　生命の尊厳を大切にし、すべての人が共生できる人間尊重の社会の実現を目指します。

事業所名 社会福祉法人 旭川荘　真庭地域センターさくら 作成日支援プログラム【児童発達支援】


